
彰
際
清

『
華
厳
念
仏

三
昧
論
』

に

つ
い
て
(
三
)

中

村

薫

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
二
度

に
渡

っ
て

(印
仏
31
巻
第

一
号
・
同
34
巻
第

一
号
に
掲
載
)
彰
際
清
の

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』
(以
下

『
論
』
と
略
)
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
今
回
は
最
後
部
の
五
問
答
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第

一
問
答

彰
際
清
は
、
前
述

の
五
門
に
関
し
て
、
そ
の
門
は
、

一
門
よ
り
順
次

入
る
の
か
、
ま
た
、
五
門
そ
れ
ぞ
れ
並
入
す
る
の
か
自
問
す
る
こ
と
よ

り
始
め
て
い
る
。
問
に
対
し
、
彼
は
先
ず
次
の
如
く
答
え

る

の

で
あ

る
。上

根
利
智
。
了
得
二自
性
弥
陀
殉
全
顕
二唯
心
浄
土
叩
挙

一
法
身
。
摂
無
レ不
レ

尽
。
然
理
則
頓
悟
。
事
須
二漸
除
叩
故
華
厳
教
指
呂
。十
住
初
心
即
コ同
諸
仏
叩

然
五
位
進
修
。
不
二無
趣
向
殉

彰
際
清

に
ょ
れ
ば
、
機
根
の
す
ぐ
れ
た
菩
薩
は
、
そ
の
利
智
を
も

っ

て
、
而
も
自
性
念
仏
に
よ
り
、
阿
弥
陀
如
来

の
法
門
と
同
体
の
自
性
を

得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
五
門
は
全
て
唯
心
浄
土

を
顕
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
法
身
に
摂
取

し
て
尽
さ
な
い
も
の
は

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
更
に
理
は

頓
悟
で
あ

っ
て
、
事
は
漸
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
付
加
す

る
の
で
あ
る
。
故
に
、
華
厳
教
学
で
は
初
住
成
仏
、

信
満
成
仏
な
ど
を

説
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
五
位
進
修

の
大
乗
菩
薩
道
の
修

習
そ
の
も

の
が
基
本
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な

い

の

で
あ

る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、

も
し
い
ま
だ
に
未
覚

な
る
世
界
に
住
し
て
、

と
て
も
妙
覚
に
至
る
こ
と
が
出
来
な
い
者
に
と

っ
て
は
、
階
位
は
そ

っ

く
り
そ
の
ま
ま
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
故
に
飽
く
ま
で

も
、
十
地
に
至

っ
て
始
め
て
仏

の
大
願
力
を
も

っ
て
、

一
念
に
多
仏
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
更
に
彰
際
清
は

此
土
行
人
。
縦
二能
伏
惑
発
悟
叩
而
未
レ証
二無
生
一密
レ逃
二後
有
叩
不
レ依
二仏

力
叩
功
行
難
レ円
。
必
待
二回
向
楽
邦
叩
親
承
二授
記
叩
浄
・一諸
余
習
叩

成
二満

願
王
叩

と
述
べ
て
い
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號
 
卒
成
元
年
十
二
月
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彰
際
清

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

に

つ
い
て
(
三
)

(中

村
)

重
複
す

る
が
、
仏
道
を
歩
む
行
人
が
、

た
と
え
迷
い
や
惑
い
に
打
ち

勝

っ
て
発
悟
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
い
ま
だ
無
性
な
る
性
を
証
明
し

な
け
れ
ば
、
そ
の
迷
と
惑
か
ら
本
当
に
覚
悟
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
た
だ
仏
力

の
加
被
に
よ
っ
て
始
め
て
仏
道
そ

の
も

の
が
、
自
利
利
他
円
満

の
道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
故

に
彰
際
清
は

斯
為
二
一
門
超
出
妙
荘
厳
路
叩
其
或
粗
窺
向
上
叩
未
レ尽
二疑
情
。
尤
須
専

一

持
名
。
勉
二勤
発
願
幻
如
二子
憶

母
。
畢
命
為
レ期
。
加
以
一一教
観
一黒
修
。
助
二

発
勝
智
叩
感
応
道
交
。
功
無
二虚
棄
叩
斯
則
全
愚
二
一
念
叩
便
摂
一諸
門
叩

と
述
べ
る

の
で
あ
る
。
彰
際
清
に
よ
れ
ば
、
妙
荘
厳
路
は

一
門
よ
り
超

出
さ
れ
た
も
の
に
違
い
は
な
い
が
、

そ
れ
は
粗
雑
に
し
て
疑
情
を
尽
く

し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
受
持

す
る
こ
と

に
専
念
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え

ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
発
願
を
心
に
つ
と
め
る
こ
と
は
子
の
母
を
憶
う
が

如
く
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
畢
命
を
期
す
る
こ
と
も
、
教

観
を
も

っ
て
薫
習
す
る
こ
と
も
、
勝
智
を
助
発
す
る
こ
と
も
、
感
応
道

交
し
て
功
用
に
虚
棄
の
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
ら
全
て

一
念
を
た
の
ん
で

諸
門
を
摂
取
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
が
第

一
問
答
に
お
け
る
彰
際
清

の
結
論
で
あ
る
。

第

二
問
答

こ
こ
で
は
、
念
仏
の
法
を
開
閲
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
何
故
、
浄

土
の
諸
経
に
よ
っ
て
引
導
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
せ
ず
に
わ
ざ

わ
ざ
華
厳
を
主
軸
と
し
、
従
果
向
因
を
も

っ
て
華
厳

・
浄
土
を
合
轍
す

る
の
は
何
故
か
と
自
問
す
る
の
で
あ
る
。

彰
際
清
は
そ
の
答
え
と
し
て

『
仏
説
無
量
寿
経
』

の
叙

の
文
に
あ
る

皆
導
一普
賢
大
土
之
徳
殉
具
二諸
菩
薩
無
量
行
願
一安
二住

一
切
功
徳
之
法
叩

(大
正
12
・
2
6
5
・
c
)

の
文
に
よ
り
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
普
賢

の
行
願
を
確
認
し
、

次
い
で

凡
有
三
二
輩

叩
其
上
輩
者
。

捨
レ
家
棄
レ
欲
而
作
二
沙
門
叩
発
・一菩
提
心
叩

一
向
専

念
二
無
量
寿
仏

叩
修

二諸
功
徳

一願
レ
生
二
彼
国

一…
略

…
其

中
輩
者
。

十
方
世
界

諸
天
人
民
。
其
有
下
至
レ
心
願
レ
生
二
彼
国
叩
錐
レ
不
レ能

下
行
作
こ
沙

門

幅大

修
中
功

徳
加

当
下
発
・一無
上
菩
提
之

心
叩

一
向
専

念
申
無

量

寿

其

下
輩
者
。

十
方
世

仏
加

・
略
…
界

諸
天
人
民
。

其
有
下
至
レ
心
欲
上
レ
生
二彼

国
崎
仮

使

不
レ
能
レ
作
二

諸
功
徳

叩
当
下
発
二
無
上
菩
提
之

心
幻

一
向
専

レ意

乃

至

十

念
。

念

二
無
量
寿

仏

一願
上
レ
生
二
其
国
叩
…
略

…
(
大
正
1
2
・
2
7
2
・
b
-

c
、
◎

印
筆
者
)

の
文

に

よ

り

上

輩

・
中

輩

・
下
輩

の
三
輩

往

生

は
、

み

な

共

に
無

上

菩

堤

心

を

発

こ
す

こ
と

で
あ

る

と

い
う
。

そ

し

て
、

更

に

『
仏

説

無

量
寿

経

』

の
不
レ
了

二仏
智
。

不
思
議
智
。

不
可
称
智
。
大
乗
広
智
。
無
等
無
倫
最
上
勝
智
叩

於

二此
諸
智

一疑
惑
不
レ
信
。
然
猶
信

二罪
福

飼修

-一習
善
本
幻
願
レ
生

二其

国
叩
此
諸

衆
生
生
二
彼
宮
殿
叩
寿

五
百
歳
。

常
不
レ
見
レ
仏
。

不
レ
聞
二
経
法
叩
不
レ
見

二菩
薩

声
聞

聖
衆
叩
是
故
於
二
彼
国
土
叩
謂
二之

胎
生
一
〇若

有
二
衆
生
殉
明
信
二
仏
智
乃
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至
勝
智
叩
作
二諸
功
徳
一信
心
廻
向
。
此
諸
衆
生
於
二七
宝
華
中
ゆ
自
然
化
生
。

(大
正
12
・
踊
・
a
-
b
)

の
文
を
も
っ
て
、
文
殊
の
大
乗
智
に
よ
り
、
普
賢

の
行
願
を
建
て
、
廻

向
し
て
往
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
い
で

『観
無
量
寿
経
』

の

凡
生

一西
方
一有
九
品
人
叩
上
品
上
生
者
。
若
有
二衆
生
一願
レ生
二彼
国
一者
。

発
二三
種
心
一即
便
往
生
。
何
等
為
レ三
。
者
至
誠
心
。
二
者
深
心
。
三
者
廻

向
発
願
心
。
具
二三
心
一者
必
生
二彼
国
叩
復
有
二三
種
衆
生
叩
当
レ得
二往
生
叩

何
等
為
レ三
。
一
者
慈
心
不
レ殺
具
二諸
戒
行
叩
二
者
読
二諦
大
乗
方
等
経
典
叩

三
者
修
二行
六
念
叩
廻
向
発
嵩願
生
二彼
仏
国
叩 
(大
正
12
・
謝
・
c
)

の
文
に
よ
り
、
上
品
上
生
に
至
る
者
は
、
至
誠
心

・
深
心

・
廻
向
発
願

心
を
も

っ
て
往
生
を
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、

一
つ
に
は
慈

悲
心
を
末
殺
す
る
こ
と
な
く
諸
々
の
戒
行
を
具
足
し
、
二
つ
に
は
大
乗

方
等
経
典
を
読
調
し
、
三
つ
に
は
六
念
を
修
行
し
て
、
総
じ
て
廻
向
発

願
し
て
彼

の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
取
り
も
直

さ
ず
こ
の
大
乗
方
等
経
典
が
、

正
し
く

『華
厳
経
』
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う

の
で
あ
る
。

以
上
、

こ
の
問
答
は
、
念
仏
法
門
を
説
く

『仏
説
無
量
寿
経
』
の
勧

進
行
人
、

三
輩
往
生
、

『仏
説
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
の
教
説
と
、

発
菩
堤
心
を
説
く
因
果
無
差
な
る

『
華
厳
経
』

の
教
説
と
が
全
く
合

一

で
あ
る
と

い
う

の
で
あ
る
。

第

三
問
答

こ
こ
で
は
、
華
厳
の
法
界
観
は
重
々
無
尽
で
あ
り
、
無
量
の
修
多
羅

を
も

っ・て
春
属
と
為
す
の
に
、
何
故
唯

一
念
仏
門
の
み
を
指
し
て
普
摂

と
す
る
の
か
と
自
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

答
え
と
し
て
彰
際
清
は
、
唯

一
念
仏
門
に
入
る
の
は
方
便
に
よ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

『
華
厳
経
』

の

爾
時
善
財
。
於
二普
賢
菩
薩
相
好
肢
節
諸
毛
孔
中
叩
見
下不
可
説
不
可
説
世
界

海
ゆ
諸
仏
充
満
。

一
一
如
来
。
以
二不
可
説
不
可
説
大
菩
薩
衆
叩
以
為
申春

属
畑
 
(大
正
9
・
8
7
5
・
c
)

の
文

に
よ
り
、
念
仏
の
人
も
同
様
に
無
量
な
る
背
景
の
も
と
に
始
め
て

一
念
に
入
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
論
証
と
し
て
、
先

ず

杜

順

の

『華
厳
法
界
観
門
』
に
よ
り
三
門
を
立
て
て
い
る
。

元
よ
り
、
こ
の

『
華
厳
法
界
観
門
』
は
、
杜

順
の
著
書
で
あ
る
か
否

か
問
題

は
あ
る
が
、
澄
観
の

『華
厳
法
界
玄
鏡
巻
上
』

に
は

「修
二
大

方
広
仏
華
厳
法
界
観
門
殉
略
有
二
三
重
一
〇終
南

山
釈
法
順
俗
姓

杜

氏
」

(大
正
45
・
6
7
2
・
a
)
と
あ
り
、
宗
密
の
『註
華
厳
法
界
観
門
』
に
は

「
京

終
南
山
釈
杜
順
集
」
(大
正

45
・
6
8
4
・
c
)
と
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
法

蔵

の

『華
厳
発
菩
堤
心
章
』
の

一
部
と
同
じ
内
容
で
あ
る
点

を

み

て

も
、
華
厳
教
学
の
法
界
観
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
斯
か
る
重
要
な
三
門

の
法
界
観
門
と
鳳
如
何
な
る
内
容
の

彰
際
清

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て
(
三
)(中

村
)
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彰
際
清

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て
(
三
)(中

村
)

も
の
な
の
か
観
て
み
る
と
、
彰
際
清
は
次
の
如
く
要
約
し
て
い
る
。

一
真
空
門
。
箇
一妄
情
一以
顕
レ理
。
即
前
念
仏
法
身
是
。

二
理
事
無
磯
門
。

融
二理
事
一以
顕
レ用
。
即
前
念
仏
功
徳
是
。
三
周
偏
含
容
門
。
摂
二事
事
一以

顕
元
。
即
前
念
仏
名
字
是
。

(
1
)
真
空
門
で
は
、
理
法
界
を
顕
す
こ
と
に
対
し
て
念
仏
の
法
身
を
当

て
、
(
2
)
理
事
無
疑
門
で
は
、
理
事
の
円
融
な
る
功
用
を
顕
す
こ
と
に
対

し
て
念
仏

の
功
徳
を
当
て
、
(
3
)
周
偏
含
容
門
で
は
、
事

々
を
摂
し
て
無

磯
な
る
こ
と
を
顕
す
こ
と
に
対
し
て
念
仏

の
名
字
に
当
て
て
い
る
。
つ

ま
り
、
彼

は
、
こ
の
三
門
を
念
仏

の
自
性
直
指
の
法
身

・
報
化
二
身
の

功
徳

・
最
勝
方
便
の
名
字
に
当
て
は
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に
彼
は
澄
観

の
四
法
界
に
よ
っ
て
、

一
心
に
念
仏
し
て
余
業
を
雑

え
な
け
れ
ば
事
法
界
に
入
る
と
し
、
心
仏
双
混
し
て

一
真
の
み
独
立
し

て
解
脱
す
れ
ば
理
法
界
に
入
り
、
即
心
即
仏
で
そ
の
功
用
が
顕
障
さ
れ

れ
ば
理
事
無
磯
法
界
に
入
り
、
非
仏
非
心
で
神
妙
不
測
で
あ
れ
ば
事
々

無
凝
法
界
に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
と
述
べ
、
次
い
で

故
此
経
以
二砒
盧
一為
レ導
。
以
二極
楽
一為
レ帰
。
既
観
二弥
陀
叩
不
レ離
二華
蔵
叩

と
述
べ
、
・『華
厳
経
』
は
毘
盧
舎
那
仏
を
も
っ
て
引
導
と

な

し
、
極
楽

浄
土
を
も

っ
て
そ
の
帰
結
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

故
に
阿
弥
陀
を
ま
み
え
る
こ
と
は
、
蓮
華
蔵
世
界
を
離
れ
て
は
あ
り

得
な
い
と

い
う
の
が
第
三
問
に
対
す
る
彰
際
清
の
解
答
で
あ
る
。

第

四
問
答

こ
こ
で
は
、
李
通
玄
の

『
新
華
厳
経
論
』
(大
正
36
・
7
5
9
・
b
-
c
)に

ょ
れ
ば
、
浄
土
は
権
で
あ
り
実
で
は
な
い
と
い
う
が
、
今
こ
の
『
論
』
に

従
っ
た
ら
如
何
に
会
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

彰
際
清
は
斯
か
る
自
問
の
答
え
と
し
て
、
仏
土
を
四
種
に
別
け
る
こ

と
に
よ
り
説
明
を
加
え
て
い
る
。
元
よ
り
、

こ
の
常
寂
光
土

・
実
報
土

・
有
余
土

・
同
居
土
の
四
土
の
分
別
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
天
台
智
顕

の
所
立
な
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
智
顕
の
著

『観
無

量
寿
仏
経
疏
』
に

四
種
浄
土
。
謂
凡
聖
同
居
土
。
方
便
有
余
土
。
実
報
無
障
磯
土
。
常
寂
共
土

也
。
(大
正
37
・
1
8
8
・
b
)

と
あ
り
、
同
じ
く
天
台
の
湛
然
の
著

『
維
摩
経
略
疏
』
に

今
略
為
レ四
。
一
染
浄
国
凡
聖
共
居
。

二
有
余
方
便
人
住
。

三
果
報
純
法
身

居
。
即
因
陀
羅
網
無
障
擬
土
也
。
四
常
寂
光
即
妙
覚
所
居
也
。

(大
正
38
・

564
・
b
-
c
)

と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

彰
際
清
は
、
智
顕
の

『
疏
』
と
順
序
を
反
対

に
し
、
(
1
)
常
寂
光
土
を

果
仏
の
所
居
と
し
、
(
2
)
実
報
土
を
法
身
大
土
の
所
居
と
し
、
(
3
)
有
余
土

を
二
乗
の
所
居
と
し
、
(
4
)
同
居
土
を
凡
聖
浄
機

交
参
の
所
居
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
る
の
で
あ
る
。

此
土
行
人
。
以
下専
念
力
。
修
二諸
功
徳
叩
回
二向
西
方
叩
惑
業
未
上
レ断
。
生
二

同
居
土
噸
欣
厭
既
切
。
粗
漏
漸
除
。
聞
法
増
進
。
生
二有
余
土
叩
若
修
二円
教

為
レ因
。
深
二達
実
相
叩
以
二普
賢
行
願
叩
廻
向
往
生
。
便
感
二得
実
報
土
叩
親
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承
二仏
記
殉
分
証
二寂
光
叩

こ
の
凡
夫
、
聖
人
の
雑
居

の
同
居
土
の
行
人
は
、

一
心
専
念
に
諸

々

の
功
徳
を
修
し
、
西
方
極
楽

の
浄
土

の
世
界
に
往
生
す
べ
き
廻
向

の
働

き
が
あ
る
に
も
抱
ら
ず
、

一
方
で
は
娑
婆
世
界
に
お
い
て
惑
業
を
断
ず

る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
凡
夫
聖
人
雑
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
従

っ

て
こ
の
国
土
を
同
居
土
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
浄
土
往
生
を
欣
い
、
稼
土
を
厭
う
こ
と
に
対
し
て
、
既

に
区
切

り
を
つ
け
、
粗
漏
な
る
こ
と
を
漸

々
に
除
く
べ
き
阿
羅
漢

・
辟
支
仏
及

び
地
前
菩
薩
は
、
方
便
道
を
修
し
て
聞
法
を
増
進
し
て
有
余
土
に
生
ま

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
実
報
土
と
は
、
具
に
実
報
無
障
擬
土
と
も
い
わ
れ
、
初
地
以
上

の
法
身
の
菩
薩

の
所
居
で
あ
り
、
円
教
の
実
の
因
行
を
も

っ
て
実
相
に

深
達
し
て
、
普
賢

の
行
願
を
も

っ
て
廻
向
し
て
浄
土
往
生
す
る
国
土
を

い
う
の
で
あ
る
。

最
後
は
、
前
三
が
断
証
因
果
を
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は

妙
覚
極
智

の
所
照
と
名
づ
け
、
ま
た
常
寂
光
土
と
い
い
、
正
し
く
仏
の

住
処
そ
の
も

の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
彰
際
清
は
、
権
実
の
権
に
関
し
て

『
法
華
経
』
の
、
小
乗
の

覚
悟
は
大
乗
の

『法
華
経
』
に
至
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
比
喩

的
に
言
い
表
し
た

「
化
城
喩
」
(大
正
9
・
22
・
a
-
)に
よ

っ
て
権
実
の

権
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
相
を
明
か
す
も

の

と

し

て

『華
厳
経
』
、
就
中
、
「
普
賢
行
願
品
」
末
の
西
方
極
楽
往
生
の
如
く
で

あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
浄
土

一
門

は
、
常
に
た
や
す
く
分

別
を
生
じ
る
た
め
に
、
却

っ
て
願
の
経
文
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
相
互
に

乖
刺
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
当
然

の
こ
と
と
し
て

真
に
従
り
幻
を
起
こ
し
、
幻
に
即
し
て
真
を
全
う
し
、
生
滅
倶
に
離
れ

て
、
自
他
不
二
な
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
李
通
玄

の
、

一
念
円
融

・
一
乗
中
道

の
了
義
を
提
唱
し
、
初

住
成
仏
の
理
を
明
か
し
、
そ
の
後

若
依
二自
力
叩
讐
三彼
群
眠
騒
希
二宝
位
噂
即
謂
下本
来
是
仏

不
上レ落
二階
蕪
叩

亦
頼
τ
善巧
方
便
叩
始
能
剋
に証
。
瞳
如
末
行
願
巻
中
説
下
以
二深
信
心
叩
持
二

調
十
大
願
王
叩
一
刹
郡
中
往
二生
極
楽
叩
住
中不
退
転
加
従
二凡
夫
地
叩
創
発
二

信
心
叩
横
超
直
入
。
至
円
至
頓
。
無
比
無
倫
。
幸
遇
二完
経
叩
因
縁
非
レ浅

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
正
し
く

「
普
賢
行
願
品
」
末

(
大
正
10
・
8
4
6
・
c
)

に
説
示
さ
れ
て
い
る
が
如
く
、
深
信
の
心
で
十

大
願
王
を

持

諦

す

れ

ば
、

一
刹
那
中
に
西
方
極
楽
に
往
生
し
て
不
退
転
に
住
す
と
説

か
れ
て

い
る
が
如
く
で
あ
る
。
故
に
凡
夫
地
よ
り
信
心
を
発
こ
し
横
超
に
直
入

す
る
と
い
う
の
が
こ
の
問
答
の
結
論
で
あ
る
。

第

五
問
答

こ
こ
で
は
、
曇
徳
法
師
の
弟
子
で
あ
る
僧
霊
幹

(霊
弁
の
伯
父
)
は
、

臨
終
に
当
り
大
水
遍
満
し
て
、
華
の
車
輪
の
如
く
な
る
を
見
て
、
そ
の

上
に
座
し
、
願
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
満
足
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
な
の

に
何
故
更
に
阿
弥
陀
仏
に
ま
み
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
問
う
の

彰
際
清

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て
(
三
)(中

村
)
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彰
際
清

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て
(
三
)(中

村
)

で
あ

る
。

問
い
に
対
し
て
、
彰
際
清
は
、
蓮
華
蔵
世
界
に
は
不
可
説
の
仏
刹
徴

塵
数
の
香
水
海
が
あ
り
、
西
方
極
楽
も
そ
の
香
水
海
の
中
に
あ
る
こ
と

を
説
き
、

『首
榜
厳
経
』
の

若
飛
心
中
兼
レ福
兼
レ慧
っ
及
興
二浄
願
刈
自
然
心
開
二見
十
方
仏
叩
一
切
浄
土
。

随
願

一往
生
一
(大
正
19
・
1
4
2
・
b
)

の
文
に
よ
り
、
浄
土
往
生
の
願
を
明
か
す
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
彰
際
清
は
、
霊
幹
の
往
生
し
た
所
は
極
楽
浄
土
な
の
か

他
方
浄
土
な
の
か
今
だ
に
判
然
と
し
な
い
が
、
弥
陀
に
ま
み
え
、
蓮
華

蔵
に
趣

か
ん
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
い
う
。
そ

れ
は
、
『
華
厳
経
』

の

「
入
法
界
品
」
に
登
場
す
る
善
財
童
子
の
求

道

の
状
況
と
、
南
天
竺
の
龍
樹
菩
薩

の
教
学
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る

と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彰
際
清
は
、
更
に
近
事
を
も

っ
て
答
え

ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

『
仏
祖
統
紀
』
(大
正
49
・
躍
・
a
-
b
)

の

「
法
師
道
因
」
に
関
す
る
文
を
全
文
引
用
し
て
そ
の
確
信
を
述
べ
る

の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
文
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

宋
の
明
州
の
草
庵
道
因
も
、
円
頓

の
教
観
を
修
習
し
、
晩
年
に
延
慶

寺
を
主
住
と
し
、
乾
道
三
年

(
一
一
六
七
年
)
四
月
十
七
日
に
徒
衆
と
別

れ
を
告
げ
、

「華
厳
の
世
界
は
洞
徹
湛
明
で
あ
る
。
甚
だ
我
が
懐
憶

に

適
合
し
て
お
り
、
今
将
に
行
か
ん
と
す
」
と
言

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

「
た
と
え
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
弥
陀
に
ま
み
え
な
く
と
も
決
し
て
厭
う

こ
と
は
な
い
」
と
言
い
、
讃
歎
し
畢
り
、
仏
を
唱
す
る
こ
と
数
百
に
し

て

『観
無
量
寿
経
』
を
瓢
諦
し
て
上
品
上
生
に
至
り
、
念
仏
を
徹
め
て

そ
の
坐
に
亡
脱
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
以
上

の
如
く
、
彰
際
清
は
、
霊
幹

・
道
因
の
教
観
を
も
っ
て
答
え
た

後
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

極
楽
華
厳
。
是
同
是
別
。
諸
有
智
人
。
急
須
二著
眼
叩

さ
て
、
以
上
五
問
答

の
概
略
に
つ
い
て
み
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
彰

際
清
は
こ
の

『論
』
を
決
し
て
華
厳
の
蓮
華
蔵
世
界
と
、
浄
土
の
極
楽

往
生
の
世
界
を
比
較
検
討
し
て
優
劣
を

つ
け
る
た
め
に
著
し
た
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
単
に
教
学
的
に
両
者
の
融
合
を
試
み
る
た
め
著
し
た
の

で
も
な
く
、
む
し
ろ

復
出
二前
稿
一点
勘
再
周
、
録
二成
此
本
叩

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
念
仏
三
昧

の
実
践
道
と
し
て
こ
の
書
を
何
度

も
点
勘
し
て
再
周
筆
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

此
論
時
有
二損
益
叩
其
後
数
年
。
自
銭
塘
帰
。
重
閉
二関
文
星
閣
中
叩
修
二念
仏

三
昧
叩
長
夏
蓼
寂
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
彰
際
清
自

ら
、
常
に
念
仏
三
昧
を

修
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
充
分
理
解
で
き
る
。

故
に
こ
の

『論
』
は
、
正
し
く
教
浄

一
体
を
顕
し
て

一
乗
を
説
く
と

共
に
、
今

一
つ
彼
に
と

っ
て
は
念
仏
三
昧
を
習
す
る
実
践
を
も
と
に
し

て
著
し
た
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

華
厳
念
仏
三
昧
、
彰
際
清
、
教
浄

一
体

(同
朋
大
学
講
師
)
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